



















島博和氏の論文「イングランド ー ヨーロ ッ パ形成期におけるその位置と




史にはじまり ョーロ ッ パ史全体を含む[歴史的]環境の中でそれが描かれ
るべきである, と指摘したのであった。








節 ・ 3においては, 8世紀末からのヴ ァ イ キ ン グの活動がイングランドに
南北二つの地帯を作り出す結果をもたらしたことを一方では認めっつ, し
かし他方, デーン人の民族性に起因し特異な社会構造を持つと従前いわれ




住民が他のどの地域よりも多いはずのヨークシ ャ ー (Yorkshire)でドゥー
ムズデイ ・ ブック(Domesday Book )における「自由人」 が少ない。 他
方, リンカンシ ャ ー, ノーフ ォ ーク, サフォークでは自由人が多いという








た l ) という点がある。 構島氏の主張はそのことの結果であると考えるべ
きではないか, ということなのである。 第二に, そもそもデーンロウ地
帯形成期(=890年頃)に関わる歴史史料『アングロ ・ サクソン年代記』
(The Anglo-Saxon Chronicle) のなかでも次のような記述を見ること
ができるのである。 即ち,,
[ 8 9 0. H e r lnd d e  Beornhelm a t t  Westseaxena alme s s a n
to Rome  and 1lEl fredes cyninges. A n d  G uor u m  se  norl;ema
cyning fort;ferde,and 11a s fu l luhtnama w a s .al,lelstan;se w a s
al fredes cyninges godsunu;and h e  bugude o:n Eastengl u m
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and  l,et l a n d  eres t  geset. And  l,y i lcan geare f o r  se here
of Signe to Scanleolsan , l,et i s  betweoh Bryttum and  Fran-
c um ; a n d  Bryttas h i m  w i1; gefuhton a n d  hBfdon s ige, and
h i  bedrifon u t  on  ane ea and  manige adrengton.] (AnAnglo
-Saxon Chronicle from British Museum,Cotton MS.,Tiberius B.IV
edited by E.Classen&F.E.Harmer,Manchester at The University
Press,l926,p.33.) とあるわけで, その前 段 は 現 代 英 語 訳 [ A & E ,
8 9 0 . ( C 8 9 l ) ] I n  this year abbot Beornhelm took the alms of the
West Saxons and of king Alfred to Rome.And Guthrum,the north-
em kind,whose baptismalname was Athelstan,passed away;he was
the godson of king Al f red,and he dwelt in East Anglia and was
the first to take possession of that country. ・ ・ ・ に対応する。 こ こ で
は , A = T h e  Parker Chronicle:Corpus Christi College,Cambridge,
M S . l 7 3 , E = T h e  Laud(Peterborough)Chronicle:Bodleian MS.
Laud636.,C=Cot t.Tber.B.,である。 Cf.D.C. Douglas (ed. ) ,
English H istoncalDo,cuments,Vol.1 ,c.500-1042(Eyre Methuen,
l979),p.200., T he Ang1o-Saaon Chromcle translated by G.N.Gar-
monsway(JM.Dent&Sons LtdLondonl972),pp.82-83.
イングランドにおけるデーン人の領域すなわち「デーンロウ地帯」とサ
クソン人領域との境界線にっいて明示されてはいないが, ウ ェスト ・ サク
ソン王アルフレ ッ ド ( K i n g  Alfred)とデーン人の首領でありイ ースト ・
l )  っま り ,  かってビショッ プ (T.AM. Bishop) の研究によって示されたよう
に, 多数のソークマンが征服後にヨークシ ャーを離れたこと, あるいはウイ
リアム王による征服および自由身分の先住者による反乱とその鎮圧および土
地没収や強制移住があったことなどである。 ヨー ク シ ャーについてはこのこ
とがデーンロウ地帯に属する他の地域と比較して指摘されて良いのではない
だ ろ う か。 Cf.T.AM.Bishop,“The Norman Settlement of Yorkshire”,,
E.M.Carus-Wilson(ed.) , Essays m Economic H isto,y,Vo l. 2  (Edward
Amord,1962),pp.8 - l 1.
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アングリア王となるグスルム(Guthrum)との間で結ばれた協約 2 )  (Cf.
Fig. l ) で は , ス カ ン ジ ナ ヴ ィ ア人たちがイースト・アングリア地方の
みならずエセ ッ ク ス州南部, ハーフ ォ ー ド, ぺドフォード州の大部分, そ
しておそらくはバッキンガムシ ャーをも掌握していたことを示しているの
である。 この協約で境界線とみなされるWatling Streetは周知の通りロー





，Fig.1 The treatybetween Alfred andthe Danishleader Guthrumthat formalizedthe creation of the Danelaw,HIST〇RYT〇DAY,vo1.360ctober,1986,p.21.
2 )  The treaty between Alfred and Guthrum (886-890),[Prologue].This
is the peace which King Alfred and Guthrum and councilors of a11the
English race and a l l t h e  people which is in East Anglia have a11
agreed on and confirmed with oaths,for themselves and for their
subjects,both for theliving and those yet unbom,who care to have
God's grace or ours. l .F irst  concerning our boundaries:up the
Thames,and then the Lea,and a1ong the Lea to its source,then in a
straightline to Bedford,then up the Ouse to the Watling Street. ・ ・ ・
1iD ie Geset2e der Angelsachen, h e r s g .V .F .L i ebe rmann ,3Bde . ,
Ha1le,l903- l 6 ,Bd.1,SS.126- 9],Dorothy White1ock(ed.) , English
H istoricatDocuments,Vo1. l c.500- l042(Eyre Methuen,1979),p.4l6.
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H.R. Loyn教授も指摘していたように地名学的証拠やド ゥ ームズデイ ・ ブ
ックにおけるソークマンの分布では注日すべき事実が見られるのである。
即ち, 例えばレスタ ー  (Leicester) にはll世紀後半2,000人ものソークマ
ンがいるが, このWatling Streetをこえた南側の地帯すなわちウォーリク




ク スとマーシ ャの協力体制 4 ) のもと西南マーシ ャにBremesburh (9l0年)
が建設され,セヴァーン河の守りとしてBridgnorth(9l2年),さらに対デー
ン人向けにStafford(913年),Watling Streetから2マイル位置にTamworth
(9l3年) が, そしてレスターや リ ン カーンからの直接の通路にあたる
Fosse Wayからわずか5マイルのところにWarwick(914年) が防御1皆と








ヴ ァ イ キ ン グ  (デーン人) に対するアルフレ ッド王の抗戦の後も戦役は続
3 )  H.R.Loyn, Angto-Saxon Engtandand the NormanC(mquest (Longman,,
l962),pp.49ff.esp.p.55.
4 ) 9 l l 年 マー シ ャ の指導者.athlredの没後,その後継者となるLady of the
Mercians athelflaedはウ ェセックス王エ ドワードの姉であったという関係
上, 両王国間にデーン人による攻撃を封じ込めるための協力体制が確立した




Fig.2 Ang1o-Scandinavian England inthe eleventhcentury
H.R.Loyn, T he Got lernance of Anglo-SMon E ngbnd,500-1087 (Edward
Amold,l984),p.l34.
くが,政治的にはイングランド「統合の時代」 が到来した。 そして959年
にはエ ドガ一王(Edger ,959-975在位)が即位し, その頃オズワルド
(0swald,bishop of Worcester,691-92and archbishop of York,97l -
92), ダンスタン(Dunstan,sometime bishop of Worcester and London
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and archbishop of Canterbury959-88), エゼルウオルド (.athelwold,
abbot of Abingdon,c.954-63and bishop ofWinchester,963-8 4 ) ら に
よ る 「修道院改革」 が行われた時代である。エ ドガ一王の第4法典(962-
963)は“Wihtbordesstan”で発布されたのであるが,その第 l 2 条 ( = 2 ・
l ) に お い て ・ ・ ・ A n d  i t  i s  m y  w i l l t h a t  secular rights  b e  i n
force among the Danes according to a s  good l aw s  a s  they
can best decide o n 5 ) と あ り , ウ ェ セ ッ ク ス王権が及んでいたとはい
えデーン人に固有の法慣習が以前と同様有効であった実態がうかがえる。
ま た , エセルレ ッド王(Ethelred I I ,978- l 0 l 6在位)の第3法典は主に
「デーンロウ地帯」 に関する重要な情報が示されている。
そもそもこの法典は, “イギリ ス人の法に従つ て” と明示されオックス
フ ォ ー ドシ ャ 一側のウ ッ ド ス ト ッ ク  (Woodstock)で発せられた第l法典
とほぼ同時期のものであるとみられるが, その条項にはデーン人の五城砦
都市(Five Boroughs)の集会で,アルダーマ ン ( 長 老 )  と王の代官
(reeve) が発するものであるとされ, しかも賠償金の支払対象には “ワー
ぺンテーク”  (ωapentake) なるデーン人固有の用語が随所に見られる。 そ
してまた土地の取得に際しても通常スカンジナヴィア諸法に見られるよう
な血縁者らによる優先的権利がうたわれているのである。6 )
5)Edger 's  code issued at“Wihtbordesstan” (IV Edger,962-963) ,2 . l ,,
Dorothy Whitelock(ed.), English H istortcalDocuments,Vo1.1 (Eyre
Methuen,1979),pp.434-435.
6)KingEthelred's code issued at Wantage(m Ethelred,978- l008,probably
997),Dorothy Whitelock(ed.) , ibid.pp.439 -442 .wapen t ake ( 0N
t ldPnatake, 0 EωnPentac) :A1ocald iv is ion for the administration of
justice inthe Danelaw of eastem England.このwapentakeはイングランド
の百戸村hundred即ちl00家族を支えるに足るl00ハイドにもとづく土地区分
にあたるものであり,元来はtog t,aaben (=taking weapon)なのである。
スカンジナヴィア地方ではその長の着任に際し自由民がその集会thingで信
任の意思を表す証として, またそこでなされた判決や合意を確認する際に剣
(weapon)をとり打ち振つたことに由来する。 F M.Stenton, Anglo-Saxon
Engtand, 2nd (ed.) ( ( )1xford,1965),pp.497-498.,H.R.Loyn,'I、heukings
inBr i ta in ( B.T.Batsford,l977), p p.125- l27., Johannes Brondsted,,








(Sir F.M.Stenton)による研究である。スウ ェ ーデンのLund大学招聘
の際に講じた研究で編まれた著書T he F、ree Peasantryof the Northern
Danetaω (0xford at the Clarendon Press,l969)はド ゥ ー ムズデイプッ
クを通して各ワーぺンテー クにおける不自由民 (=villains, borders) に
対するソークマン (= f ree peasants) の割合を検討したものである。 興
味あることに彼は父が執事をっとめた ョー クの大司教ソーク ・ サズウエル
(the archbishop of York's soke of Southwell)家で育つたわけで,そ
れが彼の歴史研究とりわけソー クの起源に関心を寄せる契機となり, ラ ウ
ンド(G.H.Round)の指導の下で“「ne Vl'cton'a Comか al'stoり ” ( 『 ヴ
ィクトリア女王記念州別史』)の仕事に着手したと述べられている。 そし
て一連の研究を通じて, デーンロウ地帯をなす諸州におけるド ゥ ームズデ
イ調査の分析と解釈から, 当該地帯では他の諸地域とは極めて対照的な土
地保有形態やマナ一制度の特殊性 一裁判管轄権 (ソー ク )  に特徴づけられ,
領主への従属が比較的少ないソークマンやその土地の北部諸州における広
範な存在一が, 9世紀以降のヴ ァ イ キ ン グ と り わ け デーン人の定住によっ
て生み出されたものであることを明'らかにしたのであった。7 ) それらを受
7 )  FM.Stenton,“Types of ManorialStructure inthe Northem Danelaw”,,
jn:paulVinogradif f (ed.) , ( )xfiord Studie s m Sloctaland LegalHisto'y
(19l0),vol.i i,P.Vinogradoff&others as a Director of publication,,
B n'tむh A的demy, l ecoM必 of the Sociai and ac m mt'e al'stoり f i n g h n d
m d Wates,series vol.V.,ditto,“The Danes at Thomey Island in893”.
English H isto nca l Reυteω,vol.xxvii,ditto,F.M.Stenton, Docum ents
I11ustratit,e of Social and Economic H istor:yof Danelaω (0xford1920),,
djtto,“The Danes in Eng l and” ,The  Raleigh Lecture on History
(.proceeaingsof the British Academy, vo l. X l l1l,London,l927)pp.203-
46.,d i t to ,“The HistoricalBearing of Place-Name Studies:The /''
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うとして異論をはさみその孤立性を強調した 9 ) 一人なのである。 しかし
それを評したホワイトロ ック女史(Dorothy Whitelock)女史は,戦士定
住後にその妻子を含む多数の定住があったことを逆に強調し, 加えてロイ
ン (H.R.Loyn) 氏もイングランドのとりわけマーシ ャ地方ではデーン人
の定住と相前後して, その東都と西部では社会構造に大きな相違があると
ころから, デーン人の定住規模が大きかったことを指摘した lo) のである。
、、、・I)a1ishSettlement ofEastem England” '「mnsactbnso f the nりalHistorica1
Society,Fourth Series,vol.xxiv,pp.1 -24.,ditto,“The Scandinavian
?lonies in England and Normandy' ' Iransactim s of t he Ro,yalHistorica1,Ml:lf基jaely,FourthSeries,vol.xxvii,pp.1 -l2.ditto, Angto-Samn England 2nd
ed.(0xford,1965),Doris Mary Stenton(ed.), Preparato,y to Angllo-
? on E n gland - Being the Co11ected Papers of Frank MerryStenton
(0xford,l970)
8)H.W.C.Davis,“East Anglia and Danelaw”, Transactions ofRo:ya1
HistorilcalS1octely, 5'h Series,V(l955),pp.23-39., G.C.Homans,“Rural
Sociology of MedievalEngland”in Past lm d Present,Vol.4 (1954),,
P.H.Sawyer,“The Density of the Danish Settlement in England”
(um'υ.of am加gham al'ston'aal fo“mal , l957-8),Ditto, ne Age of
the ut'm'aが ( b o l d , 1 9 6 2 )
9 )このためソー ヤー (Sawyer)は,Domesday Bookにおけるソークマンとデー
ン人定住との相関関係も従前いわれてきたほどに緊密なものではないとした。
P.H.Sawyer,“The Densityof Danish Settlement in England',pp.l - l7.
l 0 )ホワイトロック女史は,  ソーヤーがイングランドにけるデーン人の定住に関







「人間支配」の表象としてアングロ ・ サクソン ・ イングランドに到来した
スカンジナヴィア人が定住しその場所に利用価値を見出したときに残され





いわゆるデーンロ ウ地帯においては, その語尾に 一1l,yもしくは一thorpのっ
く地名がほぼ全域に散在し, 時には極めて稠密に残されている。 その地名
は, ともに語頭(=f i rst  element)にパーソナル ・ ネームつまり個人名を
有するのが通例となっている。 それゆえ前者の一by地名は, 恐らく語頭の
人物に由来する親族たちが元来の定住地ないし母村(=親村, parentvillage)







もちろん 「デーンロウ地帯」 には, 語頭に スカンジナヴィ ア系パーソナ
ル ・ ネームを持ちながら,その語尾にオールド ・ イ ン グ リ ッ シ ュ ( = ア ン
、、、.分な定住があったとすれば, 新たな移住者の言語が地名 と しては残らない場
合さえあることを示唆した。 Cf. Histo,r:y,VoLXI VII1l,no.164(l963),Review
&Short notes,pp.35l -352.,H.R.Loyn, Anglo-Saxo't Bnglandand the
Morman Conquest (Longman,1970),p.49ff.The Scandinavian Invasions
and Settlement.,Ditto, T he Vikings inBr i ta in (B.T.Batsford,1977),,
p.l30.
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グロ ・ サクソン系) の一tun (=estate,village) を持つところの, いわゆ




定住の際, しばしばその軍事的有力者を中心に,旧来のアングロ ・ サ ク ソ
ン人村落 ( =tun) がその所有者を新たにかえて継承された地名であると
い え よ う。l l )  (Cf.Fig.3 & F i g. 4 ) 例 え ば , こ の “Grimston h:ybrias”
と呼ばれる地名はThulston,Toton,Elvaston Foston,Rollestonなどの地
名がそうであり, これらは先述の一bly地名ないし一thorp地名が集中すると





ド ・ ネームは五城砦都市(Five Borough)の周辺にも比較的多く点在す
ると見ることができないだろうか。 以下に示すのは, 「デーンロウ地帯」
のいく っかの州 (=county) に関する地名分布の一例なのである。
l l )  Cf.D.Hi1l, An Attas of Anglo-Saxon England (B.Blackwe11, l98 l ) ,p .
45.“Scandinavian place-names of eastem England”,P.H.Reaney,T he
( )r ig:'n ofEngl ish Place-Names (Routledge&Kegan Pal1,1964),p.l 7 l,
Kenneth Cameron,“The Scandinavian settlement of eastern England:
the place-names evidence, 〇rtnam ensa11skapets 11 Uppsala Arsskrif t
(1978),pp.l7,F.T.Wainwright,“Early Scandinavian Settlement in
Derbyshire”, fm m l of t加 a解りs加'Me AMe加 のh g'm l aa Ma加Ma l 用むtoり
Society,LXI I ( l947) ,pp.105- l l0&p.115,K.Cameron,“Scandinavian
settlement inthe territoryofthe FiveBoroughsthe place-name evidence
Part m , t h e  Grimston-hybr i d s ' ,P .C lemoes&K.Hughes (eds . ) ,,





Fig.3 Scandinavian place-names of eastem England




Fig.4 Settlement around Leicester(L),P.Clemoes&K.Hughes(eds.), English
















Hybrid names -by names
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さて次に, アングロ ・ サ ク ソ ン ・  イングランドに関わる考古学において
も 「歴史記述」 に盛られた事件や出来事の存在を立証し, あるいはそれを
補強するような研究の諸成果が見られる。 例えば, 「デーンロウ地帯」 と
の関連で『アングロ ・ サクソン年代記』では,アルフレ ッド大王とデーン
人の首領グスルムによる 「和平協約」 に通ること16年前の出来事として,
グ スルムの率いる軍勢と合流したヴァイキングの大軍がノサンブリア
(Northmbria)のリンゼイ (L insey)からトレント川(Trent )を遡上し
てダービシ ャ ー  (Derbyshire) のレプトン (Repton) に陣営を構築しそ
こで越冬した, とある。即ち,
[ 87 4.b Her f o r s ehe re  of Lindesse toHreopendune and l,er
winterset lnam, and  l,one cyning Burhred ofer s全 adrn fdon
y m b  x x i i  win t ra  ],es l,e h e  r ice h e f d e ; a n d ],et l a n d  e a ll
geeodon. And  h e  f 6 r  to R 6 m e  and  1,er gesnt, ・ ・ ・ - ] (An
Ang1o-Saxon Chromcle from British Museum,Cotton MS.,Tiberius
B.IV,edited by E.Classen&F.E.Harmer,Manchester at The
l4 - 404-
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University Press,l926,p.28), b :MS.DcclxxlIIII.
現代英語訳では, [ A & E , 8 7 3 ( C 8 7 4 ) , I n  this year the host went
from Linsey to Repton,and there took winter-quarters,and drove
the king Burhred oversea twenty-two years after he succeeded to
the kingdom;and conqueredthe entirekingdom.And he went to Rome
and there resided, ・ ・ ・ と あ る 。  Cf .D.C. Doug l a s (ed . ) , Eng lzsh
H isi1oncalDocuments,Vo1. 1,c.500-1042(Eyre Methuen,1979),p.
194 ., T he Ang1o-Sa:x;on Chromcle translated by G.N.Garmonsway,,
(J.M. Dent&Sons  Ltd,London,1972),pp.72-73.
因みに, こ の レ プ ト ン ( C f . M a p 1 ) は ,  も と も と ア ン グ ロ ・ サ ク ソ
ン時代のダー ビシ ャ ーでキリスト教が早期に定着しマー シ ャ 王国の中心





(Hreol)andum, capitai) をなした場所として知られ, 既に7世紀末 ( =
697年) にはレプトン修道院が存在し, そこにマーシ ャ王エセルバルト王
(athelbald) が埋葬されたといわれるのであって, 現在はここに聖ウイ
スタン教会(St. Wistan's church)が立地している l2) 。 そ れ ゆ え , こ こ
を中心に古い時代の遺跡が存在する可能性があることにっいて古くより指
摘 さ れ て い た が , オ ッ ク ス フ ォ ー ド大学のマー チ ン ・ ビドル(Mart in
Biddle) らを中心に1980年以来本格的な発掘調査が実施され, いわゆる
Repton Vikings” の全貌が明らかになった13) のである。 かって筆者は






塞の一部を構成し, 残りが堤と壊で囲まれ, その中に現存の教会 ( =st.
Wystan) が防御拠点として機能するよう組み込まれていたこと。 しかも,
この要塞の内側にはヴァイキング船の修繕を日的に設置されたドッグ (船
渠) が川の土提に切り込まれており, 牧師館 (vicarage) の庭地からデー
12) Cf.T he Victon a H istoryof the counties ofEngland - Derbyshire - ,
published forthe Universityof London,Institute of HistoricalResearch
(Dawsons of Pa1lMall,1970),ecclesiasticalHistory,p.1.&political
History,p.93.
l3)Cf.Martin Biddle,Birthe Kjalbye-Biddle, J.P.N.Northover,and Hugh
Pa9an,“A parcelof Pennies from a mass-burialassociated with Viking
wintering at Repton in873-4”,MA.S.Blackburn(ed.) , Ang1o-Saxon
Monel a ryHisto'y - Essays in memory of MichaelDo1ley(Leicester
U.P.,1986),pp.9 l - l l0,also M.Biddle&B.Kja lbye-Biddle,“Repton
and the'great  heathen army',873-4”, James Graham-Campbel1,,
Richard Ha1l, Judith Jesch and David N.Parsons(eds.), Vikings and
the Danelau; - Select Papers from the Proceedings of the Thirteenth




ン人のレブトン 「越冬」 の歴史的事実と結びっ く形で249体の人骨, 鉄斧,
大小のナイフ類, コ インなどが発見されたとの報告があったわけである。
このようにしてこれまで見てきた歴史記述やそれを支える地名学あるい





形成史の視点には従前のように重点は置かれないまでも, さ ら に一歩進ん
だ形を示しているように思われる。 例えば, . 1997年夏にノッティンガム
(Nottingham)大学で開催された“VlkingCongress”での諸報告の抜粋
で編まれた一冊などでは, 前述の考古学者M.Biddle夫妻による “Repton
v i k i n g s”に っい て 更 に 詳 細 な る リ ポー ト , グ ラ ハム ・ キ ャ ン ぺ ル
(James Graham-Campbell) 氏による中・南部デーンロウ地帯における
異教的埋葬, Lesley Abrams氏による 「デーンロウ地帯」 におけるキリ ス
ト教への改宗の間題, そしてヴァイキング時代における都市発達史の一例








発給されたチャーターや遺言書 (Charters and Wi1ls) そしてヴァイキング
時代のイングランドにおける戦闘 C「heBattlesof the Holme,Brm arnbul:h
14) JamesGraham-Campbell,Richard Ha11, Judith Jesch&David N.Parsons
(eds.), V ilkings and theDanelau' - ( 0xbow Books,200l).
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and Ringmere,The Battle of Maldon,The Site of Assandun), そし
て同時代の王や有力者(Athelstan,St.Neot,Eadnoth I of Ramsey and
Dorchester,Hereward'The Wake'とその同僚たち)の自伝や家族史




Hadley)氏による単行書の場合には,後期アングロ ・ サ ク ソ ン ・ イング
ランドにおける 「デーンロウ地帯」 における農村社会の発展に新たな視点
から検討を加えるこれまた新しい著作である。 即ち, 同氏はほぼ800年か
らll00年に及ぶ 「デ ーンロウ地帯」 における歴史を領主制(Lordship)と
農民の地位及び所領構造, 村落の出現と教区制度の「変化」 として把握し,
当該地方の特異性を説明し, あるいはその社会と文化的内容にたいするス






l5)CyrilHart, TheDanelaω (The Hambledon Press,1992)
l 6 ) DM.Hadley, T he Northem Dane hω,Its SocialStructure,c.800-1100
(Leicester U.P.,2000).
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